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教育講演 3：教育と研究の両立、ロールモデルから学ぶ 

1．北海道大学における病理・免疫検査学教室の

教育と研究 

石 津 明 洋*

[キーワード] 卒業研究、教育と研究のリンク

は じ め に 

 北海道大学における病理・免疫検査学教室は、

教授 1 名、助教 2 名、学術研究員 1 名と、大学院

生(博士後期課程・修士課程)、卒業研究生により

構成されている。院生と卒研生の人数は年度に

よって変動するが、例年院生 2 名、卒研生 4 名ほ

どである。年間 100 コマ以上の講義・演習等を担

当し、日々研究にも取り組んでいる。「教育と研

究を両立させている」と言えるほどスマートな状

況ではとてもないが、我々のロールモデルが少し

でも会員諸氏のご参考になれば幸いである。 

I．教   育 

北海道大学医学部保健学科検査技術科学専攻の

カリキュラム・マップは、北海道大学の掲げる 4

つの基本理念(1. フロンティア精神、2．国際性の

涵養、3．全人教育、4．実学の重視)に則った 10

のディプロマ・ポリシー(表 1)に基づいて設計さ

れている［北海道大学医学部保健学科カリキュラ

ム・マップ(平成 28 年度以降入学者対象)https://

www.hs.hokudai.ac.jp/ja/wp-content/uploads/2018/0
5/8714f989c9fc0770af127189353e8ab7.pdf］。このう

ち、当教室が主体となって担当する授業は、組織

解剖学、組織学演習、病理学概論、基礎免疫検査

学(以上、学部 2 年次)、器官病理学、病理学演習、

細胞診断学講義演習、応用免疫検査学、免疫検査

学演習(以上、学部 3 年次)、卒業研究(4 年次)と

多岐にわたる。これに加え、大学院保健科学院の

授業として、免疫病態学特論・特論演習、保健科

学研究(修士課程)、生体情報機能解析学特講・特

講演習、保健科学特別研究(博士後期課程)を担当

している。 

 学部の演習には、3 名の教員に加え、大学院生

がティーチングフェロー(博士後期課程学生が担

当)またはティーチングアシスタント(修士課程学

生が担当)として参加し、学術研究員もボランティ

アで協力してくれている。病理学演習と免疫検査

学演習はコンバインさせた形でスケジュールを組

み、8 週間週 3 日、一週あたり 9 コマを使って、

パラフィン包埋、薄切、各種染色、フローサイト

メトリー(FCM)、ELISA などを行う。卒研期間中

に開講される組織学演習には、卒研生をチュー

ターとして参加させている。組織学演習は全身の

正常組織標本を顕微鏡下に観察し、スケッチする

演習であるが、2 年次学生は卒研生に教わりなが
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表 1 北海道大学医学部保健学科検査技術科学専攻のディプロマ・ポリシー(DP) 

DP1 知識・理解 保健科学のリーダーとしての幅広い教養と高い専門性を身につけている。 

DP2 知識・理解 保健科学の実践者としての専門知識およびその知識体系を身につけている。 

DP3 知識・理解 保健科学を取り巻く文化・歴史・社会・環境を理解することができる。 

DP4 汎用的技能 多様化・複雑化する課題を発見し、その本質を理解できる能力を身につけている。 

DP5 汎用的技能 課題解決に必要な情報を収集し、分析・判断・解決できる能力を身につけている。 

DP6 汎用的技能 高い学問的および臨床的な探究心を有し、幅広く社会に還元することができる。 

DP7 態度・志向性 保健科学をリードし、チーム医療を実践できる能力を身につけている。 

DP8 態度・志向性 保健科学の実践者・研究者として、社会的責任感と自己管理能力を身につけている。 

DP9 態度・志向性 多様化する価値観の中で、高い倫理観を有し、実践することができる。 

DP10 態度・志向性 生涯にわたって最新の保健科学を理解し、実践することができる。 

 
ら細胞や組織の同定を行っている。卒研生もはじ

めは躊躇する様子も見られるが、次第に教えなが

ら学び、教えるために学び直すようであり、自身

の復習にも役立っているのではないかと思う。 

II．研   究 

 当教室の主要な研究テーマは自己免疫疾患の病

因病態解析であり、特に免疫細胞の機能とその制

御に関する研究ならびに病原性自己抗体の病態へ

の関与に着目した研究が展開されている。研究手

法は、組織切片作製、免疫染色を含む各種染色、

FCM、ウェスタンブロッティング、ELISA などで

あり、その多くは病理・免疫検査学関連の講義・

演習等で扱っているものである。ここに、教育と

研究のリンクが生じている。教員と学術研究員、

大学院生は個別のテーマに取り組み、卒研期間中

は卒研生の指導も担当する。卒研生はメンターの

指導下に研究のいろはを学ぶとともに、成果公表

時には共同研究者としてオーサーに加わる。 

 平成 20 年度の修士課程設置、それに続く平成

22 年度の博士後期課程設置以降、現在までに当教

室から 8 名の保健科学修士、1 名の保健科学博士

が誕生した。彼らの研究成果を文献 1)～10)に示す。

このうち、文献 1)6)～8)には卒研生が共著者として

名を連ねている。昨年度には、第一著者として論

文を発表した卒研生もおり、その概要は以下のと

おりである 11)。 

 MPO-ANCA 関連血管炎は、好中球の持つミエ

ロペルオキシダーゼ(MPO)に対する自己抗体(抗

好 中 球 細 胞 質 抗 体 anti-neutrophil cytoplasmic 

antibody: ANCA)である MPO-ANCA の出現ととも

に、全身の細動脈に壊死を来たす小型血管炎であ

る。MPO-ANCA の病原性が確認されているにも

拘わらず、病変局所に免疫グロブリンの沈着がわ

ずかにしか観察されない。一方、MPO-ANCA 関

連血管炎の病変局所に好中球細胞外トラップ

(neutrophil extracellular traps: NETs)が形成され

ていることが明らかになってきている。NETs は、

感染などの刺激を受けた好中球が、DNA に MPO

などの細胞質内抗菌タンパクをまぶして細胞外に

放出する網状構造物である。MPO-ANCA 関連血

管炎患者の体内で MPO-ANCA は感染などの刺激

によりプライミングされた好中球に結合し、病変

局所に NETs を形成すると考えられる。この時、

NETs 形成に伴って放出される好中球エラス

タ ー ゼ が 免 疫 グ ロ ブ リ ン を 分 解 す る た め 、

pauci-immune(乏免疫沈着)型の病変が形成される

と考えられる(図 1)。 

おわりに 

 このように、当教室では教育と研究の分け隔て

は少なく、むしろ混然一体となって進行している

のが特徴と言える。将来の保健科学の発展を担う

臨床検査技師の育成を目指し、これからも微力を

尽くす所存である。 
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図 1 MPO-ANCA 関連血管炎における乏免疫沈着型病変の形成メカニズム 

MPO-ANCA は感染等の刺激によりプライミングされた好中球に結合し、病変局所に NETs を形成する。この時 NETs

形成に伴って放出される好中球エラスターゼが免疫グロブリンを分解するため、乏免疫沈着型の病変が形成される。 
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